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＊本の概要： 

本書は、在朝日本人の歴史について、植民者の意識構造、植民地空間との関わりという視点から考察

したものである。一般民衆の入植が植民地統治権力の樹立に先行した朝鮮では、植民者社会の特質は

社会形成の過程に起因して生まれた。このことを踏まえ本書では、在朝日本人の歴史を六つの時期に区

分し、そのうち開港期から、二世が社会に登場する成長期以前までの期間を研究の対象とした。第一部

では、各種統計、居留民団体、児童教育事業を取り上げ、植民者社会の形成過程と社会様態を考察し

た。第二部では、朝鮮物産共進会、港湾「開発」、居留民神社を取り上げ、在朝日本人社会が植民地空

間に及ぼした影響を考察した。最後の補論では、朝鮮地誌刊行を取り上げ、在朝日本人の意識構造を

分析した。在朝日本人社会の形成過程、社会様態、植民地空間との関わり、「植民者意識」という多様な

観点から、植民者社会の形成を鳥瞰するのが本書の課題であった。 
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